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Abstract

Objective: This study aims to provide an operational definition and clarity to the attributes, 
antecedents, and consequences of the injury prevention practices followed by parents for infant 
safety through a conceptual analysis.
Method: The analysis was performed using the Rogers’ conceptual analysis method.
Result: As attributes, [acquisition of knowledge][risk assessment][selection of strategy suitable 
for children][change of environment at home][education for children] [appropriate supervision]
[sharing between couples and families][Preparation for an injury] was derived, and 4 preceding 
requirements, 2 consequences were derived.
Conclusion: Injury prevention practices of parents for infant safety required that: “Parents 
acquire knowledge about child injuries and injury prevention, assess their risks, choose 
strategies that suit their children, and in the home. We will change the environment, educate 
children, provide appropriate supervision, share efforts between couples and families, and 
prepare for injuries”. We believe that this definition can be used to assess parents’ injury 
prevention practices and to support their promotion.

抄　　録
目的：乳幼児を育てる保護者が家庭内で行う事故予防実践の概念分析により，操作的定義を示し，
その属性と先行要因，帰結を明らかにすること．
方法：Rogers の概念分析の手法を参考に分析を行った．
結果：属性として，【知識の獲得】【リスク評価】【子どもに合わせた戦略の選択】【家庭内の環境の
変更】【子どもへの教育】【適切な監督】【夫婦・家族間での共有】【事故に備える】が導き出され，
先行要件は４カテゴリ，帰結は２カテゴリが導き出された．
結論：乳幼児の安全のための保護者の事故予防実践は，「保護者が子どもの事故や事故予防に関す
る知識を獲得してそのリスクを評価し，子どもに合った戦略を選択し，家庭内の環境の変更や子ど
もへの教育，適切な監督を行い，夫婦・家族間で共有して取り組み，事故の際の備えもしておくも
の」と定義した．本定義を保護者の事故予防実践のアセスメントや，促進する支援に活用すること
ができると考える．
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２）四天王寺大学看護学部
３）大阪府立大学大学院看護学研究科
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Ⅰ．はじめに

　子どもの意図しない事故による傷害は，子どもを
死に至らしめ，障害を残すこと，医療を必要とする
ことより，世界的な課題である（WHO，2008）．わ
が国では，乳幼児死亡数の全体的な減少と同様に，
不慮の事故による死亡者数も大幅に減少してきてい
る．不慮の事故による０～４歳の死亡率について，
1980 年は人口 10 万対 27.7 であったが，2000 年以
降 10 を下回り，2019 年では 3.2 まで大きく減少し
ている．しかし，現在でも不慮の事故は乳幼児期の
死因の上位を占めており，2019（令和元）年の人口
動態調査によると不慮の事故の死因順位は，０歳に
おいて第３位，１～４歳および５～９歳においては
第２位である．このように，不慮の事故による死亡
率（数）は著しく改善されているものの，いまだ乳
幼児の死因順位では上位であり，2019 年の０～４
歳の死亡数は 150 名と多くの乳幼児が亡くなってい
ることから，不慮の事故を予防することは乳幼児期
の重要な健康課題である．乳幼児の事故に関する国
内統計は，人口動態統計以外に網羅的な統計はな
く，死亡以外の実態は先行研究等から推察するほか
はない．事故による死亡率は減少しているものの，
入院加療率・外来受診率は死亡率ほど減少してお
らず，死亡率の減少は医学の進歩によると考えら
れ，事故は日常発生しておりあまり減少していな
いとの報告がある（田中ら，2013）．具体的には，
病院受診事故の経験率は乳幼児の１～２割程度

（Yamamoto et al., 2016；茂本ら，2004），受診に至
らないものも含めると半数以上の乳幼児が事故を経
験しており（本田，2017；金泉ら，2009），ヒヤリ
ハットは４か月児の約半数が経験している（上田，
2018；中辻ら，2014）と報告されている．
　人口動態調査（2019 年）によると，交通事故以
外の不慮の事故死のうち，発生場所が「家庭」の割
合は，０歳児において 88.6％，１～４歳児において
77.8％である．受診を要した事故については，医療
機関ネットワーク事業の分析によると，０歳以上２
歳未満の 85.1％，２歳以上６歳未満の 63.5％の事故
の発生場所は家庭内である（国民生活センター，
2013）．受診に至らない事故も含めると，０歳児の
事故の 96.1％，１歳児の事故の 76.7％が屋内であっ
たこと（加藤ら，2015），１歳６か月児の経験した
事故の 68.8％が家庭内で発生したこと（濱ら，
2006）が報告されている．このように乳幼児の事故
の多くが家庭内で起こっていること明らかにされて
おり，生活の場に焦点を当てること（濱ら，2006）
が必要とされている．谷（2016）は，事故は子ども

を取り巻く社会背景や子育て環境の変化によっても
発生することから，家庭内や施設などの子どもが生
活する環境を調整することが必要と述べている．
　運動発達が未熟で危険性の予測ができない乳幼児
においては，保護者による事故予防対策が重要であ
る．WHO（2008）は，子どもの事故予防プログラ
ムの６つの基本原則として，法制化，製品改善，環
境改善，支持的な家庭訪問，安全装置の普及，教育
と指導スキルを挙げている．わが国では 2005 年に
厚生労働省科学研究班により，「母子保健事業のた
めの事故防止マニュアル」が作成され（田中ら，
2005），保護者の事故予防対策行動の指針となる

「安全チェックリスト」が多くの母子保健の実践に
おいて用いられるようになった．産前，３～４ヶ月
児健診用，９～10 か月児健診用，１歳６か月児健
診用，３歳児健診用と月齢に合わせた内容があり，
16～20 項目の内容からなる．このチェックリスト
には“子どもに危険な行動をさせない”といった見
守り・教育の内容も含まれるが，多くは“危険なも
の（例：洗剤，ボタン電池など）は子どもの手の届
かないところに置く”，“危険な箇所（例：ドアの
ちょうつがい，ストーブなど）にはガードをする”
といった環境整備に関する内容が中心である．一
方，澤田ら（2016）は，事故予防策の原則として，
危険な場所に近づけない・入らせない，危険なこと
をしない・させない，月齢年齢に応じて安全な方法
を教えることを挙げている．また，保護者が事故予
防対策を実施するためには，事故の知識を持ち，乳
幼児の発達を理解し，これから何ができるようにな
るかを知り，どのような危険があるかを考え，それ
らに対して危険回避の方法を的確に行うこと（田
中，2014）が必要とされている．このように，保護
者の事故予防実践には，環境整備を行うこと，また
子どもの成長や変化に合わせて対応することが必要
であり，事故や予防に関する知識を持つだけでな
く，子どもの発達を知ることや優先度を考えること
等，様々な育児における実践があると考えられる．
　乳幼児の安全のための保護者の事故予防実践に
は，環境整備だけでない様々な取り組みがあると考
えられるが，保護者の事故予防実践の概念化に関す
る先行研究は見当たらない．乳幼児の事故予防に関
し，保護者への教育・支援を行うためには，現在の
子育て環境でどのような実践が家庭において行われ
ているかを明らかにする必要がある．そこで，本研
究では乳幼児の安全のための保護者の事故予防実践
の具体的内容を明らかにするため，保護者の事故予
防実践の概念化を目的とする．
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Ⅱ．方法

１．データ収集方法
　乳幼児の事故予防に関する課題は世界共通である
ため，国内文献だけではなく海外文献も対象とし
た．データベースは，海外文献の検索には，
PubMed，CINAHL を用い，和文献は CiNii，医中
誌を用いた．海外文献は英語文献を対象とした．
検索式は，「事故予防/傷害予防」「保護者/親」

「injury prevention」「parent/mother」とし，文献
検索を行った．検索の範囲は，現代の子育て環境に
おける保護者の事故予防実践を明らかにするため，
また 2001 年から開始された国民運動計画である健
やか親子 21 において，子どもの事故防止をはじめ
とする安全な子育て環境の確保が重点課題に挙げら
れ，国内においても研究論文等が多くみられるよう
になった 2000 年以降の文献を検索した．
　検索の結果，英文献は重複を除き，58 件が抽出
された（検索日 2020/7/9）．タイトルとアブストラ
クトより 11 件を選択，ハンドサーチの１件を追加
し，12 件を分析対象とした．和文献では 230 件が
抽出された（検索日 2020/7/20）．タイトルとアブ
ストラクトより 23 件を選択し，分析対象とした．
文献の選択に際し，乳幼児に対する保護者の事故予
防実践に焦点を当てるため，対象は学童・児童を除
き，乳幼児（未就学児）を育てる保護者とした．ま
た，家庭内における保護者の事故予防実践に焦点を
当てるため，屋外や移動に関する実践は除外した．
また，医療職や保育士等によるもの，設定が医療機
関や保育所等の場合も除外した．
　分析対象とした 35 件の内訳は，看護学 15 件，社
会医学６件，小児科学５件，医学４件，保育学２
件，社会安全・システム科学１件，薬学１件，心理
学１件であった．

２．分析方法
　概念分析の対象概念である保護者の事故予防実践
は，社会的・物理的な子育ての環境によってその内
容が変化することが予想される．現代の子育て環境
に応じた概念の用いられ方を検討するため，概念分
析方法は，対象概念が時間の経過や状況に合わせて
変化するという前提に立つ Rogers et al.  （2000）の
概念分析の手法を用いた．分析対象の文献を「保護
者の事故予防実践」という用語の文脈における用い
られ方に着目しながら精読した．データシートを作
成し，概念を構成する特性である属性，概念に先行
して生じる要件としての先行要件，概念による結果
としてもたらされる帰結に関する記述を抽出した．

抽出した内容は，それぞれの項目にまとめ，内容を
分析し，カテゴリ化を行った．これらをもとに概念
を定義づけ，モデルケースを案出した．なお，分析
の過程においては，地域看護学を専門とした研究者
によるスーパーバイズを得て，データ分析の信頼性
と妥当性の確保に努めた．

３．倫理的配慮
　倫理的配慮としては，分析対象の文献の内容を理
解し，著者の意図との相違や意味の歪曲がないよう
に留意して用いた．

Ⅲ．結果

　分析対象とした 35 文献を精読し，属性，先行要
件，帰結に関する内容を抽出し，カテゴリ化を行っ
た．以下，カテゴリを【　】，内容を〈　〉で示す．

１．属性
　「保護者の事故予防実践」の概念の属性として，

【知識の獲得】【リスク評価】【子どもに合わせた戦
略の選択】【家庭内の環境の変更】【子どもへの教
育】【適切な監督】【夫婦・家族間での共有】【事故
に備える】の８カテゴリが抽出された（表１）．

１）【知識の獲得】
　このカテゴリは，子どもの事故予防を行うための
知識の獲得に関する属性であった．保護者は，〈子
どもの事故予防に関する学習に参加〉し，〈さまざ
まな年齢と発達段階の安全性に関する情報〉や〈事
故の危険因子に関する知識を持つ〉ようにしてい
た．また，〈他の親との情報交換により，事故の経
験を共有する〉ことは，非常に有用であるとされて
いた．
　これらより，保護者の事故予防実践は，子どもの
事故や事故予防に関する知識を獲得することである
ことが示された．

２）【リスク評価】
　このカテゴリは，子どもの成長・発達にあわせ，

〈定期的に自宅のリスク評価を行う〉という属性で
あった．家庭内の〈各箇所のリスクを査定〉し，子
どもにとっての〈怪我のリスクを予測〉していた．
また，自宅以外にも〈子どもが過ごす場所のリスク
を査定する〉ことも含まれていた．
　これらより，保護者の事故予防実践は，子どもが
過ごす場所のリスクや事故が起こった場合の怪我の
リスクを査定することであることが示された．
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表２　「保護者の事故予防実践」の属性

カテゴリ 内容 文献

知識の獲得

・事故の危険因子に関する知識を持つ
・子どもの事故予防に関する学習に参加する
・他の親との情報交換により，事故の経験を共有する
・さまざまな年齢と発達段階の安全性に関する情報

Atena Barat et al. （2017）　Machin, Alison I et al. （2018）
Joanne Ablewhite et al. （2015b）
Roberts KJ et al. （2019）
中辻ら （2014）　大重 （2012）

リスク評価

・定期的に自宅のリスク評価を行う
・各箇所のリスクを査定する
・子どもが過ごす場所のリスクを査定する
・怪我のリスクを予測する

Machin, Alison I et al. （2018）　Tolga Ince et al. （2017）
Joanne Ablewhite et al. （2015b）
石井，田中 （2006）　大重 （2012）

子どもに合わせた
戦略の選択

・子どもの年齢に適した安全装置を使用する
・子どもの発達に合わせた方法を用いる
・子どもの性格や特徴に合わせた方法を用いる
・アプローチ方法を選択または組み合わせて用いる
・子供の安全と社会化の目標および個人的な価値観とのバ

ランスをとる

Roberts KJ et al.（2019）　Ablewhite, Joanne et al.（2015a）
Martina R. Gallagher et al. （2009）　Barbara A. Morrongiello 
et al. （2004）　Martina R. Gallagher et al. （2009）　C J 
Vladutiu et al. （2006）　Tolga Ince et al. （2017）　 田中ら 

（2005）　濵，渡辺 （2006）　濵，渡辺 （2007）　大重 （2012）
井上ら （2013）　松永，奈良間 （2010）　濵，渡辺 （2003）　本
田，永田 （2017）　亀崎ら （2017）　中辻ら （2014）　大重 

（2014）　金泉ら （2009）　長村ら （2003）

家庭内の環境の
変更

・安全グッズの使用
・安全グッズを正しく使用する
・リスクのある物を子どもに与えない
・使用するものの安全性を確認する
・危険箇所の仕様を変更し安全にする
・日常行動を安全な方法に変える
・部屋を整理整頓する
・子ども中心の生活へ変換
・安全な育児行動をする

Roberts KJ et al. （2019）　Machin, Alison I et al. （2018）
Ablewhite, Joanne et al. （2015a）　Joanne Ablewhite et al. 

（2015b）　Miguel A. Setien et al. （2014）　Martina R.
Gallagher et al. （2009）　Tolga Ince et al. （2017）
C J Vladutiu et al. （2006）　Deave, Toity et al. （2013）
Barbara A. Morrongiello et al.（2004）
田中ら （2005）　眞壁ら （2019）　本田，永田 （2017）　亀崎ら 

（2017）　橋本ら （2016）　大重 （2014）　中辻ら （2014）　井上
ら （2013）　大重 （2012）　松永，奈良間 （2010）　金泉ら 

（2009）　横田ら （2008）　濵，渡辺 （2007）　濵，渡辺 （2006）　
野久保ら （2006）長村ら　（ 2004a）　長村ら （2004b）　村上，
辻野 （2004）　濵，渡辺 （2003）　長村ら （2003）

子どもへの教育

・危険について子どもに教える
・事故のリスクが少ない方法を子どもに教える
・安全規則を教える
・制御された危険を体験させ教える
・危険な行為をさせない
・模倣を避けるためにしてほしくない行動を見せない

Joanne Ablewhite et al. （2015b）
Machin, Alison I et al. （2018）　Barbara A. Morrongiello et 
al.（2004）　Ablewhite, Joanne et al. （2015a）
大重 （2012）　濵，渡辺 （2006）
田中ら （2005）　眞壁ら （2019）
松永，奈良間 （2010）
井上ら （2013）

適切な監督

・危険な場面では子どものすぐそばにいる
・子どもと一緒に行動する
・子どもの様子を確認する
・状況や子どもの特徴に合わせて監督のレベルを変化させ

る

Martina R. Gallagher et al. （2009）　Tolga Ince et al. （2017）
C J Vladutiu et al. （2006）　Barbara A. Morrongiello et al. 

（2004）　Ablewhite, Joanne et al. （2015a）
Joanne Ablewhite et al. （2015b）　金泉ら （2009）　橋本ら 

（2016）　大重 （2014）　田中ら （2005）　本田，永田 （2017）　
濵，渡辺 （2006）　濵，渡辺 （2003）　井上ら （2013）　濵，
渡辺 （2007）　村上，辻野 （2004）　大重 （2012）

夫婦・家族間での
共有

・夫婦や家族間で事故の危険個所について具体的に話しあ
い，目的と責任を共有する

・年長のきょうだいに教えて共有する
・家族をモデルにして行う

Machin, Alison I et al. （2018）　Martina R. Gallagher et al. 
（2009）Atena Ba　rat et al. （2017）
大重（2012）　村上，辻野 （2004）
濵，渡辺 （2006）　濵，渡辺 （2007）

事故に備える

・応急手当の方法を知っている
・中毒に関する問い合わせ先を把握している
・子どもの心肺蘇生法を知っている
・緊急時の病院など連絡先を分かるようにしておく
・避難計画を立てている

Miguel A. Setien et al. （2014）
Deave, Toity et al. （2013）
Roberts KJ et al. （2019）
Tolga Ince et al. （2017）
C J Vladutiu et al. （2006）
田中ら （2005）　金泉ら （2009）　大重 （2014）　橋本ら 

（2016）　濵，渡辺 （2007）　濵，渡辺 （2006）
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３）【子どもに合わせた戦略の選択】
　このカテゴリは，日々成長し発達するという子ど
もの特徴や，子どもそれぞれの性格や特徴を見極
め，複数の事故予防アプローチから適切なものを選
択するまたは組み合わせて行うという属性であっ
た．保護者は，〈子どもの年齢に適した安全装置を
使用する〉ことや，〈子どもの発達〉および〈子ど
もの性格や特徴〉に合わせた方法を選択すること，
また，〈子どもの安全と社会化の目標および個人的
な価値観のバランス〉から，どのような戦略を選択
するかを決定していた．複数の〈アプローチ方法を
選択または組み合わせて用いる〉こともあった．
　これらより，保護者の事故予防実践は，子どもの
発達や性格などの特徴，保護者の価値観とのバラン
スからどのような戦略を用いるかを選択することで
あることが示された．

４）【家庭内の環境の変更】
　このカテゴリは，家庭内の環境を変更することで
子どもを危険な場所や物から遠ざけ，リスクを低減
させるという属性であった．保護者は，〈安全グッ
ズを使用〉することで，家庭内のリスクを物理的に
低減できたが，同時に〈安全グッズを正しく使用す
る〉ことが必要となっていた．また，新たに安全
グッズを使用せずとも，〈危険箇所の仕様を変更し
安全にする〉ことや〈日常生活を安全な方法に変え
る〉，〈部屋を整理整頓する〉ことで，環境の安全性
を高めることができていた．また，ここにはおも
ちゃなど〈使用するものの安全性を確認〉し，〈リ
スクのある物を子どもに与えない〉ことでリスクか
ら子どもを遠ざけることが含まれていた．
　これらより，保護者の事故予防実践は，安全グッ
ズを使用する，危険なもの・場所に子どもがアクセ
スできないようにする，日常行動を安全な方法に変
えるなどの環境の変更により家庭の安全性を高める
ことであることが示されていた．

５）【子どもへの教育】
　このカテゴリは，危険性と安全規則について子ど
もに教えていくという属性であった．保護者は，

〈危険について子どもに教え〉，〈安全規則〉や〈事
故のリスクが少ない方法を子どもに教え〉ていた．
子どもに〈危険な行為をさせない〉ように制御する
一方で，保護者の監督のもと〈制御された危険を体
験させ教える〉ことも行われていた．また，大人の
行動を観察し模倣することも多いため，〈してほし
くない行動を見せない〉ようにするという方法もと
られていた．

　これらより，保護者の事故予防実践は，子どもの
理解できる方法で危険性や安全な方法を教えていく
という子どもへの教育であることが示されていた．

６）【適切な監督】
　このカテゴリは，保護者が子どもを事故から守る
ためにその行動を見守るという属性であった．保護
者は，〈危険な場面では子どものすぐそばにおり〉，

〈子どもと一緒に行動する〉ことや，〈子どもの様子
を確認する〉ことで，子どもの監督を行っていた．
監督には様々なレベルがあり，〈状況や子どもの特
徴に合わせて監督のレベルを変化〉させていた．
　これらより，保護者の事故予防実践は，特にリス
クの高い場面において子どものそばにいることや，
子どもの行動に注意を向けるといった見守り・監督
であることが示された．

７）【夫婦・家族間での共有】
　このカテゴリは，子どもの事故予防のために，夫
婦や家族で協力し取り組むという属性であった．保
護者は，〈夫婦や家族間で事故の危険箇所について
具体的に話し合い，目的と責任を共有する〉こと
や，〈家族をモデルにして行う〉ことで，協力して
取り組まれていた．子どもに年上のきょうだいがい
る場合には，〈年長のきょうだいに教えて共有〉し，
家族全体で協力し合うことで，保護者のみに負担が
大きくならないようにされていた．
　これらより，保護者の事故予防実践は，夫婦や子
どもの年長のきょうだいなどの同居家族間で，事故
や事故予防について共有し，共に取り組むことであ
ることが示された．

８）【事故に備える】
　このカテゴリは，事故が起こった際に迅速な対応
ができるよう普段から備えておくという属性であっ
た．保護者は，いざという場合に備えて，〈応急手
当の方法〉や〈子どもの心肺蘇生法〉を知ってい
た．また，すぐに問い合わせができるように〈中毒
に関する問い合わせ先を把握〉し，〈緊急時の病院
など連絡先を分かるようにして〉いた．ここには，
火災や災害時の〈避難計画を立てている〉ことも含
まれていた．
　これらより，保護者の事故予防実践は，仮に事故
が起こった場合に，正しい処置ができるような知
識・スキルの獲得や問い合わせ先の把握など，事故
に備えることであることが示された．
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２．先行要件
　「保護者の事故予防実践」の概念に先立って生じ
る先行要件として，【子どもの事故の起こりやすさ】

【社会経済的地位】【事故および事故予防への態度】
【事故および事故予防への認識】の４カテゴリが抽
出された．

１）【子どもの事故の起こりやすさ】
　このカテゴリは，〈年齢・発達段階からくる事故
の起こりやすさ〉や〈子どもの行動特性からくる事
故の起こりやすさ〉からなり，大人に比べて未熟な
子どもであるために事故が起こりやすく，事故予防
が必要となることを示す．

２）【社会経済的地位】
　このカテゴリは，〈事故予防に優先的に費用を掛
けられない生活〉や〈安全対策ができない住環境〉

〈保護者の教育レベル〉といった社会経済的地位が，
子どものための事故予防に大きく関わることを

示す．

３）【事故および事故予防への態度】
　このカテゴリは，〈事故予防に対する前向きな態
度〉〈予防や学習にかける時間〉〈対策ではなく子ど
もに従うことを教える〉〈事故経験の有益性〉から
なり，子どもの事故予防に取り組む姿勢を示す．

４）【事故および事故予防への認識】
　このカテゴリは，〈事故を避けられないという考
え〉〈傷害のリスクと予防効果の査定〉〈結果予期〉

〈事故の重大性〉〈社会的規範〉〈障壁〉からなる保
護者の認知であり，事故や事故予防に取り組むかど
うかを左右する認識を示す．

３．帰結
　「保護者の事故予防実践」を遂行した結果として
生じる帰結は，【エンパワメント】【事故の減少】で
あった．

表３　「保護者の事故予防実践」の先行要件

カテゴリー 内容 文献

子どもの事故のおこりやすさ
年齢・発達段階からくる事故の起こりやすさ
子どもの行動特性からくる事故の起こりやすさ

Atena Barat et al. （2017）

社会経済的地位
事故予防に優先的に費用をかけられない生活
安全対策ができない住環境
保護者の教育レベル

Atena Barat et al. （2017）
Mock, C et al. （2002）
Tolga Ince et al. （2017）
Machin, Alison I et al. （2018）
Ablewhite, Joanne et al. （2015a）

事故および事故予防への態度

事故予防に対する前向きな姿勢
予防や学習にかける時間
対策ではなく子どもに従うことを教える
事故経験の有益性

Atena Barat et al. （2017）
Ablewhite, Joanne et al. （2015a）
C J Vladutiu et al. （2006）
大重 （2012）

事故および事故予防への認識

事故を避けられないという考え
傷害のリスクと予防効果の査定
結果予期
事故の重大性
社会的規範
障壁

Atena Barat et al. （2017）
Joanne Ablewhite et al. （2015b）
C J Vladutiu et al. （2006）
石井，田中 （2005）
大野ら （2016）

表４　「保護者の事故予防実践」の帰結

カテゴリー 内容 文献

エンパワメント
個人が取り組みを拡大する
自己管理と自己効力感の向上

Machin, Alison I et al.（2018）

事故の減少 事故が予防できる 石井，田中 （2005）
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１）【エンパワメント】
　このカテゴリは，事故予防実践に関する〈自己管
理と自己効力感の向上〉から自らの統御感を獲得
し，〈個人が取り組みを拡大〉させ，エンパワメン
トにつながることを示す．

２）【事故の減少】
　このカテゴリは，保護者が子どもの事故予防を実
践することで，事故を減少させることができること
を示す．

４．保護者の事故予防実践の概念モデル（図１）
　乳幼児の家庭における保護者の事故予防実践は，
子どもの事故や事故予防に関する【知識の獲得】を
行い，家庭内の育児環境における【リスク評価】か
ら【家庭内の環境の変更】を検討する．環境を可能
な限り整備しても，日常の生活行動の中で排除しき
れない危険性があるため，危険を伴う行動の際には

【適切な監督】を実施する．子どもの月齢による理
解度に合わせ，危険性を伝えたり，安全な行動を教
えるなどの【子どもへの教育】を行う．それらの際
には，環境の変更をどのように行うか，監督をどの
ように行うか，子どもへの教育が可能かどうか等に
ついて，子どもの発達や行動の特徴，想定される状
況から，【子どもに合わせた戦略の選択】を行う．
夫婦や祖父母，年長のきょうだいなど同居家族がい
る場合は，【夫婦・家族間での共有】により，複数
の家族員が事故予防実践を可能とすることで，一部
の保護者等に負担が偏ることなく，徹底した対策を
行うことができる．また，万が一に事故が発生した
際の対応策として，応急処置や相談・連絡先を把握
するといった【事故に備える】ことも必要となる．
　このような事故予防実践を重ねていくことで，子
どもの事故を予防でき，【事故の減少】につなげる
ことができる．自らの取り組みにより子どもの安全
を守れることは，保護者にとって【エンパワメン

ト】となる．

５．モデルケース
　ここでは，乳幼児をもつ保護者の事故予防実践を
表すと考えられるモデルケースについて示す．
　『30 代女性の A さんは，３歳の男児と６か月の
女児を育てている．一人目の育児の際より，子ども
の事故を防ぐために，パンフレットや友人から子ど
もの事故や事故予防の情報を得てきた【知識の獲
得】．家の中は階段や扉など，子どもにとって危険
な箇所がたくさんあり【リスク評価】，階段に柵を
設け，危険なものは高い場所にしまうなど対策を
とってきた【家庭内の環境の変更】．これには，自
分が率先して行ってきたが，柵の取り付けの際に夫
へ必要性を話し，日常でヒヤッとした経験をその都
度話すことで，夫も物の片付けなどを行うように
なっていった【夫婦・家族間での共有】．普段過ご
すリビングルームでは，子どもから離れても見える
範囲の台所で家事をしたりすることができるが，入
浴時は二人を安全に入浴させ自分の洗髪等も行う方
法に苦労している【適切な監督】．第１子が成長す
るにつれて，階段柵を自分で開けられるようになり
開けっ放しで勝手に１階へ降りてしまうことがあっ
たため，寝室のある２階ではなく１階に布団を敷い
て子どもたちと寝るようになった【子どもに合わせ
た戦略の選択】．また，お菓子の包装紙の切れ端を
第２子が気付かないうちに口に含み，喉にひっか
かったことがあった．とっさにうつぶせにし，背中
をたたいて少量の吐しゃ物とともに吐き出させるこ
とができたが，これを機に誤嚥時の応急処置につい
てインターネットで確認をした【事故に備える】．
併せて，第１子にごみをきちんと捨てるように言い
聞かせている【子どもへの教育】．』

６．本概念の定義
　概念分析の結果を踏まえ，「保護者の事故予防実

図１　「保護者の事故予防実践」の概念図
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践」の概念を，「保護者が子どもの事故や事故予防
に関する知識を獲得してそのリスクを評価し，子ど
もに合った戦略を選択し，家庭内の環境の変更や子
どもへの教育，適切な監督を行い，夫婦・家族間で
共有して取り組み，事故の際の備えもしておくも
の」と定義した．

Ⅳ．考察

１．本概念の特徴
　現在の子育て環境において，保護者が乳幼児の安
全のために家庭内で取り組んでいる事故予防実践
は，子どもの事故や事故予防に関する【知識を獲
得】し，子どもが生活する家庭内の環境に潜む【リ
スク評価】により，【家庭内の環境の変更】や【適
切な監督】，時にはその成長に合わせた【子どもへ
の教育】を行うものであり，これらは環境だけでな
く子どもの発達や特徴により【子どもに合わせた戦
略を選択】し，それらは【夫婦・家族間での共有】
により共に実践され，さらには起こってしまった場
合の【事故に備える】ことも含まれていた．乳幼児
の事故を予防するための保護者の実践は，家庭内の
環境整備や見守り・監督，子どもへの教育だけでな
く，事故や事故予防に関する情報を得るところから
始まり，どのような方略を用いるかの決定を含み，
同居家族で共に取り組むことで主な養育者のみに負
担がかからないようにすることや，万が一に備えて
応急処置などを学習しておくことも含む包括的な概
念であることが提案できた．
　Haddon（1968）は，傷害制御のアプローチとし
て，介入のための戦略を開発するために「事故発生
前」「事故発生時」「事故後」のフェーズごとに介入
の範囲を特定するハドンマトリックスと言われる枠
組みを開発した．本分析結果でも【事故に備える】
というカテゴリが抽出されており，事故発生の際に
対応できるように準備しておくことが事故予防の実
践内容としてふさわしいものであると考える．
　加納（1988）は，乳幼児の事故防止のためには家
庭内の安全な環境を作り出すことと，保護者の日常
的な安全行動と保護が要求される，また小児では発
達に従って保護的な対策から学習および教育に基づ
く対策が要求されるとしている．このように，本概
念の定義は以前より乳幼児の事故防止のために求め
られていることと概ね共通しているが，特定の養育
者のみが事故予防実践を行うのではなく，【夫婦・
家族間での共有】により家族員が皆で取り組むとい
うカテゴリに特徴がある．これには，事故予防実践
のみならず，女性が「家事・育児」の多くを担って

いる現状ではあるが，共働き世帯の増加など家族の
在り方が変化する中で，男性が主体的な役割を果た
していく重要性（内閣府，2020）が背景にあると考
えられる．家庭内の事故予防実践は，家庭での主な
養育者が中心となって行うことが多くあると予想さ
れるが，夫婦や家族間で共有して取り組むことによ
り，主な養育者への負担の集中を防ぎ，また複数人
で取り組むことで新たなリスクへの気づきにもつな
がると考える．
　さらに，本研究により分析の結果として得られた
カテゴリおよびサブカテゴリが，乳幼児を育てる保
護者の事故予防実践を理解し，看護実践場面におい
て保護者への教育・支援を行っていくための具体的
内容として有用であると考える．

２．研究の限界
　本研究の分析対象文献数は，合計 35 件であった．
Rodgers et al. （2000）はサンプルについて，少なく
とも 30 文献あるいは母集団の 20% を占める文献の
いずれか大きいほうを選別する方法を述べており，
本研究では英文献と和文献の検索結果を合計した
288 件の 20％である 58 件のサンプルサイズが望ま
しい．しかし，検索した 288 件のタイトルとアブス
トラクトを網羅的に吟味し，本研究の目的に合致し
た文献を全て分析対象に含めたため，研究目的の達
成に必要な文献が分析されていると考える．

Ⅴ．結論

　本概念分析をとおして，保護者の事故予防実践の
概念の構成要素として，「知識の獲得」，「リスク評
価」，「子どもに合わせた戦略の選択」，「家庭内の環
境の変更」，「子どもへの教育」，「適切な監督」，「夫
婦・家族間での共有」，「事故に備える」が明らかに
なった．
　また，保護者の事故予防実践の帰結として，「エ
ンパワメント」と「事故の減少」が示され，保護者
が事故予防実践を行うことで子どもの事故の減少に
つながり，保護者自身もエンパワメントされること
が示唆された．
　本定義を保護者の事故予防実践のアセスメント
や，促進する支援に活用することができると考
える．
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